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11月 16日 35名の職人が参集
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雇用されている
法人・個人事業主さまヘ

持働保険樹
口座引落しのお細らせ
労働保険料 (一括・継続・雇用)の三

期分が 12月 15 に組合費・

国保料と一緒に口座より、引落しされ

ます。

労働保険納入通知書にて保険料を確認

の上、前日までに入金下さい。

※手集金の方も、 12月 15日迄に

支部へご持参、又は、支部指定の

銀行日座へお振込み下さい!!

Э

〇

壼要なわ知らせ
※建設国保料 及び 労働保険料の『保険料納付証明書』を12月 の配布物と一緒に

お配りしています。

◆「年末調整」。「確定申告」に必要な大事なものです。

それまで大切に保管して下さい。

◆職人の方は、源泉徴収に必要ですので、事業主へお渡し下さい 1

※尚、11月 17日 (月 )に口座から保険料の引落の確認ができた方に限ります。
※保険料の未納分がある方は、『保険料納付証明書』の発行はできません。

保険料を早急に岡山支部へ、持参又は支部指定の回座へ振り込み願います。

家庭円常備慕
引換のご案内

10月 に申込をされた方は、 12
/15(月 )以降に、支部にて代金
と引換えにお渡 しします。

※ 9月 申込の方は現在お渡し中です。
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労
さ
ま
で
し
た
。

北
西
地
区
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
は
高
知
方
面

へ
、

１０
月
２６
日
朝
７
時
前
に
集

合
し
参
加
者
の
名
簿
で
確

認
し
て
ビ

ッ
ク

一
宮
店
を

出
発
。
参
加
者
は
４３
名
で
そ
の

が
挨
拶
で

「皆
さ
ん
今
回

は
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

の
声
に
全
員
か
ら
の
大
き

な
拍
手
。

Ａ
地
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瀬
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の
方
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お
菓
子
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、
ビ
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。
お
茶

を
配
り
、
朝
の
ビ
ー
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な
あ
。

ア
ン
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ン
マ
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を
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学

し
た
後
は
桂
浜
自
由
散
策
。

坂
本
龍
馬
像
の
前
で
全
員

で
記
念
写
真
を

「
は
い
チ

ー
ズ
」
。

昼
食
は
カ
ツ
オ
わ
ら
焼

き
体
験
と
初
体
験
で
し
た
。

そ
の
後
高
知
の
ひ
ろ
め

市
場
を
見
学
し
て

一
路
岡

山
に
向
け
出
発
。
６
時
頃

に
は
到
着
し
、
楽
し
め
た

一
日
に
な
り
、
お
世
話
さ

れ
た
皆
さ
ん
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〔北
西
通
信
員
　
妹
尾
〕

税
対
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。
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の
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。
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の
曲
は
朝
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未
稀
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か
～
。
と
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も
ボ
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♪

私
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ぐ
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姫
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思
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出

に
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。

職
人
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と
思
い
、

岡
山
に
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て
、
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目
に
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が
ら
、

同
期
の
見
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に
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思
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ま

し
た
。
赤
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ょ
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ち
ん
で
、
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仕
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ペ
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を
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」
こ
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懐
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同
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懸
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。
今
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て
も
、
き

っ
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頑
張
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て
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か

っ
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と
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え
る
明
る
い
将
来
が
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る
と
思
い
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。
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潜
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介
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潜
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内
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の

時
間
に
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。
会
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近
く
の
ハ
イ
カ
ラ
食

堂
で
い
た
だ
き
、
呉
を
後

に
し
て
、
次
は
東
広
島
市

西
条
に
着
き
ま
し
た
。
西

条
に
は
実
に
７
つ
の
蔵
元

が
並
び
、
そ
の
酒
蔵
通
り

を
歩
き
、
そ
の
風
情
と
文

●
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９
名
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た
ち
。
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せ
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か

し
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ア
ム
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み
な
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、
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。
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北西地区レクリエーション

北西友好地区親睦旅行 令和 7年 10月 26日

海の平和は、まかせた
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）
西
友

好
地
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の
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を何
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ま
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た
。

今
年
は
広
島
県

呉

・
西
条
方
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に

向
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。
朝
７

時
に
大
供
表
町
Ｊ

Ａ
前
を
出
発
し
、

組
合
員
さ
ん
が
待

つ
各
所
乗
車
場
を

廻

っ
て
、
岡
山
Ｉ

Ｃ
か
ら
最
初
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向
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の
は
海
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自
衛
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化
を
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ま
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た
。

皆
さ
ん
、
お
酒
や
も
み

じ
鰻
頭
な
ど
た
く
さ
ん
の

お
生
産
を
買
い
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。

と

て
も
楽
し
い

一
日
と

な
り
ま
し
た
。
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